柏教育トレーニングセンター　　　　　　　　　　　　　　　　　放課後等デイサービス及び児童発達支援　　　　　　　　　５領域プログラム
 

























２０２４年８月１５日

柏教育トレーニングセンター
健康・生活
目的
(a)　健康状態の維持・改善
(b)　生活のリズムや生活習慣の形成
(c)　基本的生活スキルの獲得
	児童発達支援
1 お子さんの興味・関心にあわせた教材や活動を用意し、定期的に通っていただくことで、お子さんの生活のリズムを作るお手伝いを行う。
2 食具の使い方、衣服の着脱、保育園や幼稚園の支度に必要な行動などを、スモールステップで学習する。
3 必要に応じて絵や文字のスケジュール表、トークンシート、タイムタイマーなどを使って、予定を伝え児童自身でもチェックできることを目指す
4 トイレに関してまだできない場合は段階を踏んで自力でできるようにトイレトレーニングを行う
放課後等デイサービス
1 生活における規則正しい生活の維持や行動問題が起きにくい生活環境を整えるために情報提供を行う。
2 地域社会で暮らしていくことを念頭に年齢に応じて必要な技能獲得をめざす
3 公共交通機関の乗車や支払い方法などを理解する
4 携帯電話を使えるようになる
5 非常時に１１０や１１９番への対応ができるようになる
6 お金の価値観を理解し無駄使いをしないで暮らせるようになる
といったことを念頭において指導している。



 
運動・感覚
ねらい
(a)　姿勢と運動・動作の向上
(b)　姿勢と運動・動作の補助的手段の活用
(c)　保有する感覚の総合的な活用
  
	児童発達支援
1 着席して活動する時間と、遊ぶ時間を設けます。座った姿勢を維持しやすいよう、お子さんに合わせた椅子や机を用意します。
2 キャッチボール、ボーリング、玉入れなどの活動を通して、体の使い方や力の加減の仕方を学びます。
3 おもちゃ遊びや道具を使った制作活動以外にもブラジリアン柔術やキックボクシングの動きを取り入れた運動なども希望によって行います。

放課後等デイサービス
1 運動不足になりがちな場合に要望に応じてブラジリアン柔術やキックボクシングの動きを取り入れた運動を行ったり、筋力トレーニングのやり方を指導する
2 作業に必要な手先の運動能力の訓練を行う。入試に応じた作業内容を指導する
3 折り紙やプラモデルのような順を追って作成する課題を通して指示書を理解して作業を進めることを理解する
などを行う




 
認知・行動
ねらい
(a)　認知の発達と行動の習得
(b)　空間・時間、数等の概念形成の習得
(c)　対象や外部環境の適切な認知と適切な行動の習得
 
	児童発達支援
1 パズル課題
2 見本あわせ課題
3 具体的な物や絵カードを使った課題
などを通じて物の機能、属性、形、色、大きさや重さなどの物の様子などについて、言葉と結びつけながら抽象的な概念を学びます。
4 数量や数字の順番など、数に関することを学びます。
5 平面や立体の様々な教材を使い、学習したことが日常生活に広がりやすいように工夫します。
放課後等デイサービス
1 各自の発達段階に合わせた教科指導の実施
2 教科指導の段階ではない場合行動療法に基づいた療育により全般的な発達の支援を行い様々な概念の獲得を目指す
3 ただの計算だけでなく代金の支払いやおつりの計算など生活に必要な技能と教科的指導を絡めて指導して生活場面においても般化しやすく定着しやすい知識の獲得を目指す
など



 



言語・コミュニケーション

 ねらい
(a)　言語の形成と活用
(b)　言語の受容及び表出
(c)　コミュニケーションの基礎的能力の向上
(d)　コミュニケーション手段の選択と活用
 
	児童発達支援
1 「聞く」「話す」というコミュニケーションの基盤を作ります。
2 相手の言うことを聞いて行動したり発言したりする、自分の発言を相手に受け止めてもらうという経験を通じて、コミュニケーションの楽しさを感じる機会を多く作ります。
3 自分のしたいことを伝える、手伝ってほしい時に援助を求めるなど、生活の中で自分自身を大切にするために必要な行動を身につけます。
4 音声言語によるコミュニケーションにこだわらず、お子さんの特徴やニーズに応じて、絵カードや身振りや文字を使った手段を活用します。
5 言葉を聞いて行動することや、見た物や経験したことを言葉で表現することを学びます。
6 言葉の理解・表現の課題を通して、日常生活で使える言葉の種類を広げます。同じ文字どうしを合わせる、ひらがなをなぞる、単語を読むなど、文字に親しみます。
放課後等デイサービス
1 学校生活や社会生活において求められる言葉使いや会話のマナーを学ぶ
2 報告連絡相談を自分からできるように早い段階から定着を目指す
3 自分の意思を言語化してうまく表現できるようにロールプレイや模倣学習を通じて会話の幅を広げる
4 自閉的特性が強く会話が続きにくい場合などは絵カードなどを用いてＡＡＣを利用したコミュニケーションを促進しそれと並行して言語によるコミュニケーション獲得も目指す
5 繰り返しの質問や不適切な質問に対して行動を消去し良好なコミュニケーションがとれるように行動分析を行い本人の言語的な行動の安定化をめざす
などを行う


 



















人間関係・社会性
ねらい
(a)　他者との関わりの形成
(b)　自己の理解と行動の調整
(c)　仲間づくりと集団への参加
	児童発達支援
1 1対1の個別支援の中で、指導員がお子さんの強みをたくさんみつけて肯定的な働きかけをすることで、他者と過ごす楽しさを経験する機会を作ります。
2 活動や遊びの中で、相手の行動を模倣することを促します。ごっこ遊びやルールのある遊びに参加し、役割やルールに応じた行動を身につけ、集団に参加する準備をします。
3 ゲームで負けた時や思い通りにいかない時に、気持ちを落ち着ける方法をお子さんと一緒に考えます。
4 課題を行う順番や休憩時間に遊ぶおもちゃなど、教室での過ごし方についてお子さんと一緒に計画し、お子さん自身の意思決定につながる支援をします。
放課後等デイサービス
1 自分の行動面の安定化や言語面の向上により対人関係の適切な形成を促す
2 複数人での課題を通じて相手と協力して課題に取り組んで解決しチームワークを理解する
3 不登校の場合や学校生活になじめない場合に安全基地としての場所を提供し本人の感情面や行動面の安定化を促し学校現場への復帰や学校卒業後の進路への道筋をつける
などをおこなっている


 

